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房
総
半
島
・
伊
豆
半
島
・
紀
伊
半
島
は
、
い
ず

れ
も
太
平
洋
に
突
き
出
し
た
半
島
で
形
も
似
て
い

る
。
し
か
し
、
伊
豆
半
島
に
は
１
点
大
き
な
違
い

が
あ
る
。

房
総
半
島
・
紀
伊
半
島
に
は
海
岸
べ
り
を
ぐ

る
っ
と
め
ぐ
る
鉄
道
が
あ
る
の
に
対
し
、
伊
豆
半

島
は
東
海
岸
に
し
か
鉄
道
が
な
い
の
だ
。

実
は
伊
豆
半
島
に
も
半
島
周
遊
ル
ー
ト
の
鉄
道

が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年

公
布
の
『
鉄
道
敷
設
法
』
に
は
、
今
後
敷
設
す
べ

き
路
線
の
一
つ
に
「
静
岡
県
熱
海
ヨ
リ
下
田
、
松

崎
ヲ
経
テ
大
仁
ニ
至
ル
鉄
道
」
と
あ
る
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
大
正
15
年
に
半
島
東
部
の

熱
海
～
伊
東
間
の
敷
設
が
認
可
さ
れ
た
。
翌
年
の

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
は
、半
島
南
部
の
下
田

ま
で
の
延
長
が
決
定
さ
れ
た
が
、「
世
の
経
済
事
情
」

か
ら
伊
東
～
下
田
間
は
凍
結
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
13
年
に
は
熱
海
～
伊
東
間
、
す
な
わ
ち
国
鉄

伊
東
線
が
開
通
し
た
が
、
伊
東
以
南
の
路
線
は
凍

結
さ
れ
た
ま
ま
戦
後
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

筆
者
が
取
材
で
伊
豆
を
訪
れ
た
の
は
１
月
下
旬

の
平
日
で
あ
っ
た
。
熱
海
駅
か
ら
ま
っ
赤
な
車
体

が
印
象
的
な
リ
ゾ
ー
ト
21
キ
ン
メ
電
車
に
乗
っ
て

伊
豆
急
下
田
駅
に
向
か
っ
た
。
快
晴
で
暖
か
い
日

で
あ
っ
た
が
、
気
候
の
せ
い
か
車
窓
か
ら
見
え
る

伊
豆
七
島
は
霞
ん
で
い
た
。

車
窓
か
ら
、
山
が
海
に
迫
っ
て
い
る
様
子
も
見

て
取
れ
た
。
こ
の
山
々
が
国
鉄
の
延
伸
が
進
ま
な

か
っ
た
理
由
の
一
つ
だ
っ
た
。
伊
豆
は
江
戸
な
ど

国
鉄
の
計
画
を
引
き
継
ぎ

奥
伊
豆
に
鉄
路
を
延
ば
す

伊豆急行線の起点、伊東駅がある伊東の街を、伊東公園の展望台から望む。伊東の歴史は平安以前に遡り、
江戸時代には風待ちの港とされた。明治以降、温泉地として有名になった。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載
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ペリー艦隊
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バ　ス

バ
　ス

しぶやのぶひろ
1960年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『参拝したくなる！日本の神様と神社の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道
めぐり』『全国 名所図会めぐり』（以上Ｇ．Ｂ．）、『猫の日本史』（出版芸術社）ほか著書多数。

白砂が美しい今井浜海水浴場の最寄り駅。伊豆急行線
開業の翌年（1962 年）から、夏期のみ臨時停車駅が設
けられた。正式の駅となったのは昭和 44（1969）年。現
在の駅は平成 18（2006）年にリニューアルされたもの。

下田港近くに建つ日蓮宗の
寺 院。 下 田 奉 行 が 寛 永 12

（1635） 年 に 創 建 し たとい
う。 日 米 和 親 条 約 の 付 録

（下田条約）の交渉場所とさ
れた。この時ペリーは、軍
楽隊、大砲４門、水兵 300
人を引き連れて了仙寺に現
れたという。

伊豆急行線の多くの駅は地元からの要望により古くから
の地名を使っているが、当駅は例外。“ 海辺の温泉地 ” と
いう伊豆のイメージを一新し、新たな客層の開拓に寄与
した。

伊豆急下田駅の駅前から寝姿山山頂を結ぶ。伊豆
急行線よりひと月早い昭和 36（1961）年 11 月 1 日
に開業した。

伊豆急行線の終着駅。駅名に「伊豆急」がついているのは、東北
本線（現・青い森鉄道）や近鉄の下田駅と区別するため。下田に
は御用邸もあるので、天皇陛下が乗車されるお召し列車も発着す
ることがある。

日米和親条約に函館とともに開港することが
決まった下田に、ペリー艦隊７隻が来航したの
は、嘉永 7（1854）年のことであった。

仰向けに寝た女性に見えることから寝姿山と
いう。幕末に外国船の見張りに使った番屋が
再現されており、頂上近くには五島慶太顕彰
碑がある。

に
向
か
う
船
の
寄
港
地
と
し
て
最
適
な
場
所
で
、

下
田
な
ど
港
町
は
発
展
し
て
い
た
。
し
か
し
、
山

が
多
い
た
め
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
陸
路
が
不
便
で
、

海
路
の
方
が
便
利
と
も
い
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
打
破
に
乗
り
出
し
た
の
が
、

五
島
慶
太
が
率
い
る
東
京
急
行
電
鉄
（
の
ち
の
東

急
電
鉄
）
で
あ
っ
た
。
同
社
は
昭
和
31
（
１
９
５

６
）
年
に
凍
結
さ
れ
て
い
た
伊
東
～
下
田
間
の
鉄

道
敷
設
を
申
請
し
た
。
３
年
後
、
敷
設
の
免
許
が

交
付
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
伊
豆
急
行
の
前
身

で
あ
る
伊
東
下
田
電
気
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
。

工
事
の
認
可
に
際
し
て
は
、
昭
和
36
年
12
月
23

日
を
竣
工
期
限
と
す
る
条
件
が
つ
け
ら
れ
た
。
熱

海
～
伊
東
の
工
事
で
さ
え
４
年
か
か
っ
た
と
い
う

の
に
、
そ
れ
よ
り
難
所
で
か
つ
距
離
が
長
い
工
事

を
２
年
で
や
れ
と
い
う
の
だ
。

し
か
し
、
伊
東
下
田
電
気
鉄
道
は
全
線
を
10
区

画
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
建
設
業
者
を
振
り
分
け

る
こ
と
で
建
設
期
間
の
短
縮
を
図
り
、
み
ご
と
に

期
限
を
守
っ
て
開
通
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
伊
豆
に
鉄
路
を
敷
く
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
た
五
島
慶
太
は
開
通
前
の
昭
和
34

年
に
死
去
し
て
い
た
た
め
、
昭
和
36
年
12
月
10
日

の
開
業
祝
賀
列
車
は
彼
の
遺
影
を
乗
せ
て
走
っ

た
。
祝
賀
列
車
を
待
ち
受
け
る
伊
豆
急
下
田
駅
に

は
、
俳
優
の
石
原
裕
次
郎
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
駆

け
つ
け
た
と
い
う
。

伊
豆
急
下
田
駅
に
到
着
し
た
筆
者
は
、
ま
ず
下

田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
寝
姿
山
へ
と
登
っ
た
。
こ
こ

は
幕
末
に
下
田
港
に
入
っ
て
く
る
外
国
船
を
見

張
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
登
る
と
五
島
慶

太
顕
彰
碑
が
町
を
見
守
る
よ
う
に
し
て
立
っ
て
い

た
。

伊豆急行株式会社
IZUKYU CORPORATION

開　　　業	 �1961 年（昭和 36年）12月10日
伊豆急行線	 伊東～伊豆急下田（45.7km）
https://www.izukyu.co.jp/index.php
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